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■概要■ 

2007 年に 65 歳以上の人口に占める割合が 21％を超え超高齢社会を迎えた日本において，

福祉情報分野への期待は大きい．高齢の人や障害のある人をはじめ様々な人にとって，情報

福祉の研究の進展は，新たな支援技術を提供できる一つの重要な機会となっているためであ

る．ICT（Information and Communication Technology）は，高度に情報化された社会を生み，

新たなコミュニケーション手段の提供，アクセシビリティの確保，情報授受の機会，などを

飛躍的に向上させつつある． 
一方，急速な情報化社会の進展に伴い，情報家電などの操作が複雑となり，情報技術を使

いこなせないために生るディジタルデバイド（digital divide：情報格差）の拡大が懸念されて

いる． 
情報福祉分野における支援機器の研究開発には，人の身体特性，障害の特性，加齢変化に

よる生理機能の変化特性も知っておくことも重要となる． 
本編では，基礎理論と実践（支援技術）編より構成される．基礎理論では，実際の支援を

行うときに必要となる，人の身体機能の計測方法並びに評価手法，障害及び加齢に関する基

礎的な知識，コミュニケーション特性，ユニバーサルデザインについて解説する．実践（支

援技術）編では，障害の種類ごとの支援技術と高齢者支援技術の動向を最近の技術的な話題

も含め解説する． 
 
 

【本編の構成】 

本編では，基礎理論の全 7 章と実践（支援技術）編の全 2 章より構成される． 
基礎理論では，1 章において人の機能，2 章において心理計測と統計的分析手法とその評価

手法，3 章において生理．神経心理学的研究手法と評価手法，4 章において障害の分類と個別

の障害の基礎知識，5 章において加齢の観点からの人の機能，6 章において人のコミュニケー

ション特性，7 章においてユニバーサルデザインの考え方を解説する． 
実践（支援技術）編では，8 章において様々な障害者支援技術を，9 章において高齢者の支

援技術について解説する． 
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